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平成２６年第３回田原市教育委員会定例会会議録 
 

１ 開会 平成２６年３月７日 午後１時３０分 

 

２ 閉会 平成２６年３月７日 午後２時０６分 

 

３ 会議に出席した委員 

渡邉峰男委員長、山本明子委員、金原真人委員、 

横田 威委員、嶋津隆文委員 

 

４ 会議に欠席した委員 

  なし 

 

５ 会議に出席した職員 

教育部長               前田和宏 

教育部次長兼教育総務課長       中村文紀 

  給食センター所長           原 猛 

学校教育課長             山本克仁 

  生涯学習課長             渡会照一 

  文化財課長                 河辺勝郎 

  図書館長               豊田高広 

     

 

６ 議事日程 

  別紙のとおり 
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田原市教育委員会第３回定例会議事日程 

 

             日 時 平成２６年３月７日（金) 

                 １３時３０分 

             場 所 北庁舎２階 ２００会議室 

 

１ 会議録署名者の指名 

 

２ 教育長報告事項 

 

３ 議題 

(1) 田原市文化財保護審議会委員の任命について 

(2) 田原市学校管理規則の一部を改正する規則について 

 

４ 報告事項 

(1) 教育委員連絡報告事項 

(2) 小中学校への寄付について 

 

５ その他 
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開  会    午後1時30分 

渡邉委員長 御多用のところ御出席くださいまして、ありがとうございます。 

ただいまの出席委員は５名であります。定足数に達していますので、

平成26年田原市教育委員会第３回定例会は成立いたしました。 

これより開会いたします。 

それでは会議規則第14条第２項の規定により、会議録署名者の指名

をさせていただきます。 

今回の署名者として、横田委員と金原委員の御両名を指名させてい

ただきますのでよろしくお願いします。 

それでは議題に先立ち、教育長、報告事項をお願いいたします。 

 教育長報告 
嶋津教育長 議会のことは少し、お話しておいたほうがいいのかなというように

思っています。 

最初に、ここに２月27日の市議会第１回定例会での教育方針のデー

タをつくってありますので、これをごらんいただければと思っていま

す。初めての試みだったものですから、何で教育長がしゃべるのかと

か、そんな質問なんかもありました。それで、あまり本筋と関係ない

かもしれませんけども、実はこれをやって彦坂議員からいろいろ質問

があった。それを受けてこの前、全員協議会がありました。 

そのときに、形式的にはささいなことなんですけども、何が発端だ

ったかというと「教育委員会は何で来てないんだ」という話になった

んですよね。突然言われて、うちの事務局も「何だ、何だ」という話

なんですけども、議会のほうとしてみると、このプランが出た。これ

は一応、教育委員がみんなでやったということであれば直接、教育委

員に聞くべきじゃないかという話になったらしくて、教育委員を呼ぶ

べきだという話になったらしいんですよ。来てないじゃないかみたい

な話になったんですけど、それは話がおかしいということで、呼ぶん

だったら正式にきちんとした招聘状を出さなきゃおかしいじゃないか

とか。それで議長は教育長が来てるんだから、教育委員会として代表

して来てるんだから別に全員を呼ぶなんてことはなくていいじゃない

か。 

それから議員によっては「いや、全員を呼ぶじゃなくて、傍聴席に

でも来てもらうとありがたかった」というような話があったりして、

何や、かんやこうあるわけですけど、僕はそれを見ていて、要は教育

委員会がいろいろ新しいものを出していると。「本当に全員で協議して

いるのか、ちゃんと責任を持つのか」というそういうのを、どうも問

い詰めたいみたいなところがあって、そんな動きになったんじゃない

かなというように思っています。 

これからもそういう話が幾つか出てくるかと思うものですから、ち

ょっと周辺状況をお伝えするという意味において、お話をしておきた
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いと思っています。その延長線で、多分きょう彦坂文教委員長が来て

教育委員と文教の委員とで懇談会、開催したいという提案がありまし

た。 

とにかく文教委員の面々と教育委員の面々で意見交換会をやろうじ

ゃないかという話が、きょう来ましたものですから、その話は突然ふ

った話じゃなくて、いろいろ伏線のある中で、議会と教育委員の関係

を穏やかなものにして、これからもいきたいというふうに思っている

んですけども、そんなことがあったものですから、ちょっと頭の片隅

に入れておいてもらうとありがたいと思っています。 

本来的に言えば、杉浦委員が、その委員会のときに言ってたんです

けども「教育委員は独立しているわけだから、それを議会が出て来い

と言うのがおかしい。もし呼ぶんだったら正式に委員会として決議を

して、それでお願いをするとか。そういうものをやらなくちゃいけな

いのに、何で声をかけたから来るべきだ。来てないのはおかしいなん

ていう話は、だれがそんなことを、何でそんな話になるんだ」みたい

なことを、中でやっていて、市長が立って「そういう話は議会の中で

ちゃんと整理して。困るじゃないか」とかね。 

あっちへ話が飛んで、こっちへ話が飛んで、ただ根っこにおいては、

私が思うのは、いろいろ教育委員会は、あれこれ突っ張ってるけども、

本当に全員としてやっているかと。一丸となってやっていますという

話をしているものですから、よろしくお願いをします。 

とりあえず、私はそんなことを申し上げておきます。 

渡邉委員長 ありがとうございました。 

ただいまの教育長報告事項について、御質問等ございましたらお願

いいたします。 

山本委員 ちょっとすみません、ひと言。 

渡邉委員長 はい、どうぞ。 

山本委員 きのうでしたね。中学校の卒業式で、やはり何かと議員さんと隣り

合わせる機会がすごく多いんですよ。私は一切、物を言わないように

しているんですよ。なるべく控えて。個人的なこと以外は言わないよ

うにしているんですけれども。ちょっと寂しかったなというような話

を聞いていたら、じゃあそういうときに、やはりいろいろ意見を聞い

てくださればいいと思うんですよ。出てこないじゃなくて。会う機会

は幾らでもあるんだからと思います。卒業式であれ、学芸会でしょっ

ちゅう会っていますので。私は聞きたいですけどね、いろいろと話を。 

嶋津教育長 あの、ちょっとフォローをすれば、議会が全員そろったんではなく

て、一番多数派会派の新生会は、教育についての基本的な質問はしな

いと。これはこれでいいよと。彦坂議員の市政クラブが５人いるのか

な。そこのところは彦坂議員が教員の出身なもんだから、やはりきち

んとそれを聞こうということで出てきた。 
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それは正面からの話なものですから。それ以外も人によってはもう、

それはそれで頑張ってくれという人もいるし、それからちょっと聞い

てやろうということで頑張っている人もいて、そういう点では19人い

る中で、呼んでやろうというのは、極めて限られているものですから、

そういう点では山本委員が行かれたときの横の人が誰か知りませんけ

ども。 

山本委員 言ったのは大体、忠告と言うか。もう本当にそういう話はとんでも

ないです。難しい話は。 

嶋津教育長 だから僕も言い方に少し、脚色してはいけないので。議会が教育委

員会に食ってかかってきたという話では、本質的にはないんですよ。

ただ現象的には、声の大きい人の話だけが聞こえちゃうものだから、

そんな形の印象を持つかもしれませんけども、数的に言えば穏やかな

人、穏やかな形でいる人がもう９割。そうでなくて、この際という人

が何人かいるかもしれないので。そのレベルですので、ちょっとバラ

ンスは気をつけて、私も発言したいと思っています。 

渡邉委員長 ほかには、よろしいですか。 

それでは御質問もないようですので、教育長報告事項を終わりまし

て、議題に入りたいと思います。 

初めに、議案第８号、田原市文化財保護審議会委員の任命について

を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

文化財課長 文化財課からお願いをいたします。議案第８号に入ります。 

その前に、きょうすみません。議案の参考資料として名簿がおつけ

してありますが、その差し替えをお願いしたいと思いまして、きょう

配らせていただきました。 

文化財保護審議会の委員の任命についてでございます。１枚はねて

いきまして、候補者名簿として小林一弘さん、片浜町の方であります。

分野は地理学、歴史としてありますが、幅広く見識のある方でありま

す。今回、新任ということで任期２年の中でお願いしたいと思ってお

ります。 

ちなみに文化財保護審議会は、改めて基本的な部分を申し上げます

と、10人の委員で構成されておりまして任期は２年であります。とい

うことが定められておりますので、お願いをしたいと思います。 

先ほど差し替えをお願いした名簿でございますが、あくまで参考と

いう形で、きょうお配りした保護審議会の名簿を見ていただきたいん

ですが、今回、現任の方の２段目の方の山田テツオ先生が任期満了に

伴う退任ということで、それに伴いまして新任候補者として小林カズ

ヒロ先生ですね。元教員でありまして、それから現在、市の嘱託員と

して田原藩日記の翻刻事業と、田原赤羽根のいわゆる町史編纂の部分

の編集員を兼ねてやっていただいている方でございます。したがって



-6- 

前職は教員をおりてからの前職としましては、豊橋の二川宿本陣の資

料館に２年間、館長として務められた方でございますので、歴史の部

分については非常に幅広く、深く見識をお持ちの方でございますので、

文化財保護審議会の委員として非常にふさわしいということで、今回

お願いするものでございます。 

以上です。 

渡邉委員長 説明が終わりましたが、御質問等ございましたらお願いします。 

渡邉委員長 よろしいですかね。 

（「なし」と言う者あり） 

渡邉委員長 御質問もないようですので、お諮りいたします。 

議案第８号、田原市文化財保護審議会委員の任命についてを原案ど

おり可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

渡邉委員長 御異議がないようですので、議案第８号につきましては、原案どお

り可決いたしました。 

次に議案第９号、田原市学校管理規則の一部改正についてを議題と

いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

教育総務課長 それでは教育総務課からお願いをいたします。 

今回の改正でございますが、今までの学校事務職員の役職に総括事

務長という役職を設けるということでございます。 

それから事務の共同処理組織の規定を改正するということでござい

ます。これは、県の市町村立学校事務職員との任命についてという通

知の一部改正がありまして、これが４月１日から施行されるというこ

とで、今までの事務長の上に総括事務長という職を設けていくという

ような県の方針でございます。それに合わせて、うちの管理規則を改

正するものでございます。 

１枚はねていただきますと、事務共同処理組織という規定を今回、

追加することでありますが、これは現在、市内の中学校を中心に各グ

ループがつくってあります。それは今回、規則の中に明文化していく

というようなことで今回、一部改正をするものでございます。４月１

日から施行ということでお願いしたいと思います。 

以上です。 

渡邉委員長 説明が終わりました。御質問等ございましたら、お願いいたします。 

金原委員 これ、事務というのは各学校一人なんですよね。 

事務局 一人です。 

金原委員 そんな全体の中の、この統括事務長は、一人ということですか。 

事務局 はい、そうです。今現在、先ほど申し上げましたように事務の補助

体制のために中学校区を中心に、今グループが分けてあります。この

組織を今回の改正で共同事務組織として明文化するものです。総括事
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務長は、この組織をまとめる役割をしていくこととなります。各学校

事務員一人体制ですので、学校管理運営する事務の中で、なかなかう

まく運営がいかないというようなことで、相談する人も限られてきて

しまいます。これらへの対応するため毎月１回、事務研修会を開催し

ております。 

金原委員 これ原則として、これは中学の事務の方が事務長という方。 

事務局 いや、そうではないです。 

金原委員 それは関係なしですか。 

事務局 はい。 

金原委員 わかりました。 

渡邉委員長 ほかには。 

（「なし」と言う者あり） 

渡邉委員長 御質問もないようですので、お諮りいたします。 

議案第９号、田原市学校管理規則の一部改正についてを原案どおり

可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

渡邉委員長 御異議がないようですので、議案第９号につきましては、原案どお

り可決いたしました。 

次に報告事項に入りたいと思います。初めに、教育委員連絡報告事

項について委員の方々、報告をお願いいたします。 

 報告連絡事項 

金原委員 私はきのう卒業式で、赤羽根中学へ行ってまいりました。 

以上です。 

山本委員 私もきのう卒業式に出て、きのうはもう本当に今まで経験したこと

がないぐらい寒い卒業式だったと思いました。一生に１回ですので、

送るほうも送られるほうも歌を送ったりとか、いろいろなことをされ

てプラスはありました。やはり寒いのは身が引き締まるのかなという

ことで、卒業式を経験させていただきました。ありがとうございます。 

横田委員 ２月19日に３校小学校の統合準備委員会に出席させていただきまし

た。そこに準備委員会だよりがありますけど、ちらっと写真に写って

います。この会は３回目ですけど、この会に出てよかったなというの

が、きのうの岬中学校の卒業式でした。やはり、地域の代表の方が見

えている中で、この小学校の統合問題の話題が幾つか出てくる中に、

僕が話題として入って行けれたというのがよかったかなという。 

そこでまた話題に出て本当に地域の人たちが心配しているのが、贈

答品みたいなものとか、ＰＴＡの会長さんの写真、歴代の校長先生の

写真、これはどうするんだという話題。それから閉校記念式典の話題

が出てきたので、地域の声も少し聞けたので、きのうのあの岬中学校

の卒業式は、僕としてはとてもよかったです。当然、学校の卒業式も

立派にきちんと、さすが中学校だなというようなイメージを受けてき
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ました。具体的にはまたいろいろな方々にお話をしたいなと思ってい

ます。 

以上です。 

渡邉委員長 ありがとうございます。私のほうからですが、野田の中学校の卒業

式に行きました。初めて４日の日に予行練習にも行きました。 

卒業式はやっぱり、ちょっと対面式なのでおじぎをするのがあっち

を向いたり、こっちを向いたり、ちょっと父兄の方が後ろにいるので

大変な面はありますけども、あれはあれでいいのかなと思います。 

それで、最後に校歌を歌うんですけど、あと２年で歌わなくなるの

かと思うとちょっと地域の方もやはり寂しいのかなというそういった

意見も出ていました。 

以上です。ありがとうございました。 

続きまして、中学校への寄附についての報告をお願いいたします。 

教育総務課長 それでは教育総務課からお願いします。教育関係寄付一覧の裏面を

お願いをします。11番、12番ですけども、平成26年の福江小学校区厄

年一同から、福江小学校へ教育環境向上のためということで、普通教

室背面クロス貼り掲示板３基18万円相当、それから12番として河合滉

さん、野田小学校へ教育活動支援充実のためということで観察池の循

環用ポンプ10万円相当の寄附がございましたので、よろしくお願いし

ます。 

渡邉委員長 この件に関して、御質問等ございましたらお願いします。 

（「なし」と言う者あり） 

渡邉委員長 よろしいですか。質疑等もないようですので、次のその他に移りま

す。その他、報告連絡事項。 

教育部長 先にいいですか。１点お願いします。３月の20日ぐらいに、職員の

内示があります。それと同時に組織の話も新聞発表なりされると思い

ますので、事前に教育委員会の組織について、こんなふうに考えてい

るということ、少しお話をしたいと思います。 

まず、教育総務課ですけれども、今回この緊急課題対応プランとい

うのをつくっておりますけれども、これの進行管理、それから教育委

員会の運営、それから学校の再編の話、そういったものを集中的にや

っていきたいということで、教育総務課の中に１つ組織をつくりまし

て教育企画室。もちろんこのプランの中にも載っていますけれども、

教育企画室をつくっていこうというふうなことを考えております。 

それから今、新しく給食センターがＰＦＩによって稼働されますけ

れども、市としての事務が大幅に減少になりますので、給食センター

という組織を教育総務課に引き継いでいこうと思っております。 

それから生涯学習課と文化財課ですけれども、これを合体をして文

化振興の総合課というような感じで、文化生涯学習課というものをつ

くろうと思っています。ただ、その中から生涯スポーツの振興という
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ことでスポーツ課として、スポーツの部分を少し充実していこうと思

っております。実際に、どの人が担当するかというのは、まだこれか

らの話ですけれども一応、組織としてはそういった形で教育委員会の

中を少し見直していきたいと思っております。 

それで、教育委員会の規則の中でそれを決めるんですけれども、３

月31日の臨時の教育委員会でそれをお出しをして決めていきたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

一応、組織については以上です。 

渡邉委員長 今の説明について、御質問等ございましたらお願いします。 

教育部長 資料はついてはいませんので。 

渡邉委員長 これは、課自体は増えたり減ったりというのは特にないですか。 

教育部長 だから、要するに給食センターがまず１個なくなる。それから文化

財課がなくなる。そのかわりに文化生涯学習課ができる。それからス

ポーツ課ができるということで、課の数としては変わりません。 

渡邉委員長 変わりません。 

ほかに質問はよろしいでしょうか。 

学校教育課長 もう１つお願いします。 

年度末と年度初めの式について、次第のほうをお配りしてあります。

３月31日、月曜日ですが、教職員の退職辞令交付式がございます。教

育委員の皆様方には出席をお願いしたいと思います。それで委員長さ

んには辞令を交付をしていただいて、花束贈呈、教育長挨拶というよ

うな流れになります。 

それから年度始まりの26年度の始まりですけれども、教職員の発令

通知式がございます。10時40分からの４役と言うか、新任、転任の校

長、教頭、総括事務長、主幹教諭等の辞令を10時40分から行います。

これについても、委員長さんに辞令と発令通知を交付していただいて、

教育長の挨拶と。 

それから、その後11時から一般職員の辞令の交付を行います。流れ

は同じような形で行いますので、よろしくお願いしたいと思います。

職員のほうは、先ほど年度の末に、課がかわっていくということで、

出席者は多少かわってくるかなというふうに思っております。 

よろしくお願いします。以上です。 

渡邉委員長 今の件に関して、御質問等ございましたらお願いします。 

渡邉委員長 ほかにはよろしいですかね。 

教育部長 あの、もう１つ。きょう、これをまた配らせていただきました。ま

だ修正中ですけれども、今の段階での最終版で、今これに写真を撮っ

ていますけども、いろいろな写真を載せたり、イラストを入れたり、

そんなことをしてもう少し整理していこうと思っております。 

また、もし何かお気づきの点がありましたら言っていただければ、

まだまだ直せますので、お願いしたいと思います。 
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嶋津教育長 皆さんに書いていただいたものが一部入っているものですから、ど

のページあたりに御自分のものがあるかということを、それと加えて

それぞれのところには、それぞれの写真を入れます。 

それとは別に繰り返しになりますけども、各人のエッセーのところ

には、それぞれ皆さんの写真が入るものです。 

渡邉委員長 よろしいでしょうか。 

文化財課長 すみません。あのＰＲで。きょう、おつけしましたが、ファッショ

ンショーの写真をつけた一連の資料です。私もちょっと現場に行って

ないので、臨場感なく報告するんですが、先週の３月１日の土曜日に

ひなまつりの連動で、着物からつくる洋服ファッションショーという

のを天野君が担当で渥美の資料館で展開をいたしました。その時の様

子を写真つきで報告をさせていただきまして、大変にぎやかに、盛大

にやられたということで、このような写真で子どもから大人まで、あ

るいは地元の方中心に新聞にも取り上げられましたし、こういうこと

で非常に彩りのいいイベントができたという報告でございます。 

初めての試みで、こういうことをやりましたが、非常に皆さん、地

元の方も喜んでいただいて、あるいは家族も呼んでいただいてという

ようなことを天野君のほうから聞いております。 

ちなみに次のチラシにつきましては、この免々田川の菜の花まつ

り・桜まつりということです。 

仕掛けはまちづくりと言いますか、活性化の中で展開していること

で、明日がちょうど一番、免々田にとっては一番いいのかな、桜。ど

うですか、地元の方は。 

 そうですか、一番いいときに、春を告げるイベントだと思いますの

で、どうぞお出かけいただいて、また雛まつりもご覧いただきたいと

思います。 

教育部長 すみません。先ほど言い忘れたんですけれども、スポーツ課をつく

るに当たって、スポーツ課のコンサルと言いますか、マネジメントと

言いますか、こういったことをやっていただく方で、元教員の森下田

嘉治先生を週３日ぐらい、手伝っていただきたいなというふうに、今、

交渉をしようかなと思っておりますので、御承知おきいただけるかな

というふうに思っております。 

渡邉委員長 ほかには、よろしいでしょうか。 

（「なし」と言う者あり） 

渡邉委員長 ないようですので、本日の議事は全て終了いたしました。御協力あ

りがとうございました。 

これをもちまして、田原市教育委員会第３回定例会を閉会させてい

ただきます。お疲れさまでした。 

 閉  会    午後2時06分 

 


